
TTC 提案山行実施記録 ２０１１年５月２２日 報告者：坂本 達治

山行名 秩父 二子山 [1166m 埼玉県]

実施日 ２０１１年５月２１日（土） マイクロバス ＆ ハイエース利用

天候／参加人員 天候：晴 レベル：★★ 参加人員：申込み３１名／実行２９ 名

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ： ＳＬ： 会計： 救護：

写真： ﾄﾞﾗｲﾊﾞ：ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ/ ﾊｲｴｰｽ/ 氏 名 削 除

参加メンバー A 班 ☆ ☆：班長

B 班 ☆

C 班 ☆ 氏 名 削 除

D 班 ☆

E 班 ☆  (男性１２名/女性１７名)

費用

￥4,500/人

TTC ｶﾝﾊﾟ金

\4,100

【収入の部】\130,500[＠4,500*29 名]

【支出の部】

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ & ﾊｲｴｰｽﾚﾝﾀﾙ料:\65,000 燃料代:\18,200[@130*(300+50))/5*2 台]

ﾄﾞﾗｲﾊﾞ謝礼:\36,000 高速道路代(相模湖 IC～狭山日高 IC)：\7,200[@1,800*2*2 台]

費用合計:￥126,400 TTC ｶﾝﾊﾟ金:\4,100

歩行時間 休憩時間 行動時間

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ ３：１０ ― ―

計画 ３：４５ １：００ ４：４５

歩行・行動時間

実行 ２：１２ １：２２ ３：３４

実行コースタイム記録

【コースタイムはマイクロバスおよびＡ班を基準に記入】  (ﾄｲﾚ休憩)

ヨーカドー前＝＝厚木市内各所ﾋ ｯ゚ｸｱｯﾌﾟ＝＝相模湖IC＝＝狭山PA＝＝狭山日高IC＝＝西武正丸駅＝＝坂本登山口＝＝

  6:15    7:23    7:48-8:03      8:05             8:51         10:04-23

(準備体操) 7’     30’ 5’(昼食) 27’   25’                        9’

＝＝北登山口……股峠……頂(一般ｺ ｽーと上級者ｺ ｽーの合流点)……山頂……西峰……鎖場を下りきった所……ローソク岩分岐…

10:35-50   10:57                  11:27    11:32-53 12:20-30      12:55-13:08                13:17

23’       6’ (整理体操)

……股峠……北登山口＝＝芦ヶ久保駅＝＝狭山 PA＝＝相模湖 IC＝＝オギノパン＝＝厚木帰着

13:40-14:18 14:24-35   15:50-16:12   17:07-19    17:45      18:15-28      19:00 頃

コースの概要、特記事項、反省事項等

山行日が近づくにつれ天気予報は良化し当日は好天に恵まれた。当初計画は 5/7[土]の開催であったが、山

蛭の心配がある大山集中登山と山行日程を入替えることになり、結果として 5/7[土]は一日中雨模様であった

ことから、入替えていなければこの山行は間違いなく中止となっていたことを考えると、とても幸運であった。

市内各所でピックアップし 2台に分乗して最初の合流地 狭山 PAを経由し、299 号線で現地に向かう。

二子山はそんなにポピュラーな山ではないのか、下調べの段階でもまた、カーナビでも現地を一発で検索する

ことができない。現地周辺では坂本登山口に仮設されているトイレしかないようで、TTC 女性陣 17名のみで長

蛇の列となり、ここで約 20 分を費やすことになったのは誤算であった。北登山口で念入りに準備体操を済ま

せ、この山行は今夏に計画されている TTC15 周年記念後立山連峰リレー登山の前哨戦となり高度感のあるコー

スなので慎重に行動すること、ハイエースを 20:00 までに返却しなければならないのでテキパキと行動するこ

と等の諸注意をお願いして班別行動で出発となる。

すれ違うこともままならない山頂～西峰周辺を 29名の団体が行くとなると他の方々への影響が心配であっ

たが、20名程度のツアーの１団に出くわした以外は想像していたほどには登山客は多くなく一安心であった。

高度感のある岩稜帯の縦走路はホールドがしっかりしており適度なアップダウンを楽しむことができたし、好

天に恵まれたことで両神山を代表とするゴツゴツとした景観のスカイラインを遠望でき最高であった。また、

縦走路を振返るとほとんど垂直の岩壁を赤いヘルメットをかぶったクライマーが蟻のようにゴソゴソと登っ

ている様子が見て取れたが、｢いつかは挑戦したい！｣とは決して思わなかった。班別の行動を班長さんにお任

せしたので到着時間は多少前後したが、股峠に全員が戻ってきたときには計画に対して約１時間の前倒しとな

り、レンタカーの 20:00 返却におおよその目処が立った。下山後一部の方から、「これで後立山の参加に OK を

もらえますか？」との質問を受けたが、各班長の厳しいチェックに基づく意見を集約して参加可否判断(？)を

別途、出したいと考えていますので、お楽しみに。

往路と同じコースを辿って帰途についたが、途中で評判が高いという芦ヶ久保の道の駅および半原のオギ

ノパンに立寄りたいという皆さまのご要望にも柔軟に応えつつ、厚木に 19:00 頃に余裕で到着することが

できた。落ちれば一巻の終わりという山行に 29 名の方が参加され、多少気をもんだが、無事に終えるこ

とができました。皆さまのご協力に感謝致します。 ―― 以上 ――




